
産業廃棄物の一連の処理行程図（令和6年1月～令和6年6月） 令和6年8月作成

↓搬入量 ↓処分量 ↓搬出量

汚泥（混合廃棄物） 4,633 ｔ 分級･混練
汚泥 4,613 ｔ 16,382 t

燃え殻 0 ｔ 燃え殻 0.3 ｔ 汚泥、混合廃棄物※2

鉱さい 0 ｔ
鉱さい 0 ｔ ダスト類 0 ｔ

11,718 t
ダスト類 0 ｔ 汚泥、混合廃棄物※2

破砕
廃プラスチック類 353 ｔ 廃プラスチック類 352 ｔ

紙くず 31 ｔ 4,755 t
紙くず 34 ｔ 木くず 274 ｔ 汚泥

繊維くず 0 ｔ
木くず 262 ｔ ガラスくず 2 ｔ

繊維くず 0 ｔ

ガラスくず等 4 ｔ 2,438 t
汚泥

分級 がれき類

混合廃棄物 8,605 ｔ 混合廃棄物 8,325 ｔ 委託処分：路盤材再生
3,421 t

廃プラスチック類、がれき類

委託処分：安定型埋立
3,116 t

分級・選別 ガラスくず等、がれき類

混合廃棄物 35,493 ｔ 混合廃棄物 35,741 ｔ 委託処分：管理型埋立
4,594 t

汚泥

選別
混合廃棄物 1,312 ｔ 混合廃棄物 1,275 ｔ

その他委託処分及び売却
　　31事業所 3,533 t

その他以外は1つの処分施設を表す

処分前保管量 230 ｔ
搬入合計 50,696 ｔ 処分後保管量 2,810 ｔ 搬出合計 49,957 t

※含水率の低下、及びに、容積を測定した産業廃棄物は比重換算しているため、搬入量＝搬出量+保管量にはなりません。
※搬入した混合廃棄物に含まれる品目は、「処分実績」のとおり
※2は、燃え殻、汚泥（無機性）、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず等、鉱さい、がれき類の混合廃棄物

委託処分：セメント原料化

委託処分：セメント原料化

委託処分：セメント原料化

委託処分：管理型埋立



産業廃棄物の一連の処理行程図（令和5年1月～令和5年12月） 令和6年2月作成

↓搬入量 ↓処分量 ↓搬出量

汚泥（混合廃棄物） 5,024 ｔ 分級･混練
汚泥 5,023 ｔ 29,678 t

燃え殻 6 ｔ 燃え殻 6 ｔ 汚泥、混合廃棄物※2

鉱さい 4 ｔ
鉱さい 4 ｔ ダスト類 6 ｔ

25,626 t
ダスト類 6 ｔ 混合廃棄物※2

破砕
廃プラスチック類 702 ｔ 廃プラスチック類 677 ｔ

紙くず 45 ｔ 8,980 t
紙くず 52 ｔ 木くず 545 ｔ 汚泥

繊維くず 0 ｔ
木くず 568 ｔ ガラスくず 22 ｔ

繊維くず 0 ｔ

ガラスくず等 24 ｔ 5,055 t
汚泥

分級 がれき類

混合廃棄物 1,357 ｔ 混合廃棄物 1,300 ｔ 委託処分：路盤材再生
7,093 t

廃プラスチック類、がれき類

分級・選別
混合廃棄物 108,440 ｔ 混合廃棄物 108,088 ｔ 委託処分：管理型埋立

4,594 t
汚泥

選別
混合廃棄物 2,828 ｔ 混合廃棄物 2,779 ｔ

その他委託処分及び売却
　　34事業所 35,419 t

その他以外は1つの処分施設を表す

処分前保管量 1,230 ｔ
搬入合計 119,011 ｔ 処分後保管量 2,150 ｔ 搬出合計 116,447 t

※含水率の低下、及びに、容積を測定した産業廃棄物は比重換算しているため、搬入量＝搬出量+保管量にはなりません。
※搬入した混合廃棄物に含まれる品目は、「処分実績」のとおり
※2は、燃え殻、汚泥（無機性）、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず等、鉱さい、がれき類の混合廃棄物

委託処分：セメント原料化

委託処分：セメント原料化

委託処分：セメント原料化

委託処分：セメント原料化
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